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わ
か
り
や
す
い
血
液
学
の
基
礎

　

体
の
中
を
流
れ
て
い
る
血
液
は
大
き
く
分
け
て
液

性
成
分
で
あ
る
血
漿
と
血
液
細
胞
成
分
の
2
つ
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
体
重
当
た
り
の
循
環
血
液
量
は
男
性

80 

ml
／
㎏
、
女
性
75 

ml
／
㎏
で
、
日
本
人
の
平
均

体
重
は
男
性
67
㎏
、
女
性
52
㎏
で
す
か
ら
、
男
性
は

5.4
リ
ッ
ト
ル
、
女
性
は
3.9
リ
ッ
ト
ル
の
血
液
が
絶
え

ず
体
を
流
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
採
血
し
た

血
液
を
、
抗
凝
固
剤
（
血
液
を
固
ま
ら
な
い
よ
う
に

す
る
薬
物
）
を
加
え
た
試
験
管
に
入
れ
て
遠
心
す
る

こ
と
に
よ
り
、
血
液
は
淡
黄
色
の
血
漿
部
分
と
底
部

に
沈
殿
す
る
細
胞
成
分
と
に
分
離
さ
れ
ま
す
。
細
胞

成
分
は
、
比
重
の
軽
い
も
の
か
ら
重
い
も
の
へ
の
順

に
、
上
か
ら
血
小
板
、
白
血
球
、
赤
血
球
の
3
層
に

分
か
れ
、
血
小
板
と
白
血
球
を
合
わ
せ
た
層
を
バ
ッ

フ
ィ
ー
コ
ー
ト
（buffy coat

）
と
呼
び
ま
す
。（
図

1
）。
血
液
中
に
占
め
る
赤
血
球
の
容
積
パ
ー
セ
ン

ト
が
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト (

Ht) 

で
、
健
常
成
人
の
ヘ

マ
ト
ク
リ
ッ
ト
値
は
男
性
42
～
45
％
、
女
性
38
～

42
％
で
す
。
こ
の
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト
値
が
低
下
し
た

場
合
が
貧
血
と
呼
ば
れ
ま
す
。

■
血
漿
に
つ
い
て

　

血
液
が
固
ま
る
場
合
は
、
血
液
は
線
維
素
（
フ
ィ

ブ
リ
ン
）を
析
出
し
て
細
胞
成
分
と
と
も
に
血
餅（
ク

ロ
ッ
ト
）
を
つ
く
り
、
血
清
が
分
離
さ
れ
ま
す
。
す

な
わ
ち
、

　

 
血
清
＝
血
漿
－

マ
イ
ナ
ス〔

線
維
素（
Ⅰ
）＋

プ
ラ
ス

そ
の
他
数
種
の

凝
固
因
子（
Ⅱ
、
Ⅴ
、
Ⅷ
）〕

　
　

 （
ロ
ー
マ
数
字
は
血
液
凝
固
因
子
の
番
号
を
示
す
）

の
関
係
が
成
り
立
ち
ま
す
。
こ
の
際
、
血
小
板
の
凝

集
が
お
こ
る
こ
と
か
ら
、
血
清
中
に
は
血
小
板
に
由

来
す
る
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
多
量
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

血
漿
の
重
量
の
90
％
以
上
は
水
で
、
他
は
蛋
白
質
が

大
部
分
を
占
め
、
そ
の
ほ
か
糖
、
電
解
質
、
脂
質
、

ビ
タ
ミ
ン
類
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
血
漿
は
男

女
と
も
体
重
の
約
4.5
％
を
占
め
、
そ
の
pH
は
7.4
と
一

定
に
保
た
れ
て
い
ま
す
。

■
血
漿
蛋
白
質
に
つ
い
て

　

血
漿
に
含
ま
れ
る
蛋
白
質
成
分
を
血
漿
蛋
白
と
い

い
、
生
体
防
衛
に
あ
た
る
抗
体
や
補
体
、
血
液
凝
固

や
線
溶
に
関
与
す
る
酵
素
蛋
白
と
そ
の
調
節
蛋
白
、

さ
ら
に
栄
養
物
、
老
廃
物
、
ホ
ル
モ
ン
、
サ
イ
ト
カ

イ
ン
、
薬
剤
な
ど
の
輸
送
を
受
け
持
つ
蛋
白
、
炎
症

や
組
織
障
害
な
ど
で
増
加
す
る
蛋
白
、
細
胞
外
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
を
構
成
す
る
蛋
白
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
量
の
多
い
蛋
白
質
と
し
て
は
、
浸
透
圧
の
維

持
や
輸
送
タ
ン
パ
ク
と
し
て
作
用
す
る
ア
ル
ブ
ミ
ン

（
4.2
～
5.5 

g
／
dl
）、
抗
体
と
し
て
働
く
免
疫
グ
ロ

ブ
リ
ン
G
（
0.7
～
1.5 

g
／
dl
）、
蛋
白
分
解
酵
素
で

肺
胞
壁
を
防
御
し
て
い
る
α1

ア
ン
チ
ト
リ
プ
シ
ン

（
200
～
300
㎎
／
dl
）、
凝
固
・
線
溶
に
か
か
わ
る
蛋
白

分
解
酵
素
を
阻
害
す
る
α2

マ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン
（
300

～
500
㎎
／
dl
）、
鉄
の
輸
送
タ
ン
パ
ク
で
あ
る
ト
ラ

ン
ス
フ
ェ
リ
ン
（
200
～
300
㎎
／
dl
）
お
よ
び
凝
固
反

応
で
形
成
さ
れ
る
フ
ィ
ブ
リ
ン
の
前
駆
体
で
あ
る
フ

イ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
（
200
～
400
㎎
／
dl
）
な
ど
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

■
細
胞
成
分
に
つ
い
て

　

血
液
細
胞
は
、
肺
か
ら
組
織
に
酸
素
を
運
搬
す
る

赤
血
球
、
生
体
の
防
御
を
つ
か
さ
ど
る
白
血
球
、
出

血
を
防
止
す
る
血
小
板
の
3
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
少
数
で
す
が
、
す
べ
て
の
血
液
細
胞
に
分

化
・
成
熟
す
る
血
液
幹
細
胞
、
各
血
球
に
分
化
し
た

血
液
前
駆
細
胞
な
ど
も
血
液
中
を
循
環
し
て
い
ま

す
。
核
の
あ
る
赤
芽
球
が
脱
核
し
て
間
も
な
い
幼
若

な
赤
血
球
で
あ
る
網
赤
血
球
は
、
細
胞
内
に
Ｒ
Ｎ
Ａ

が
残
っ
て
お
り
、
超
生
体
染
色
で
青
い
網
状
構
造
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
正
常
時
の
網
赤
血
球
数
は
赤
血
球

の
0.5
～
2
％
を
占
め
ま
す
。
赤
血
球
に
は
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
が
含
有
さ
れ
て
い
ま
す
。
白
血
球
で
は
、
白
血

球
の
中
で
最
も
数
が
多
い
（
約
60
％
）
好
中
球
（
細

菌
を
貪
食
・
殺
菌
す
る
こ
と
に
よ
り
生
体
防
御
を
つ

か
さ
ど
る
）、
好
酸
球
（
寄
生
虫
に
対
す
る
免
疫
機

能
と
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
関
与
す
る
）、
好
塩
基
球

（
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
反
応
や
慢
性
ア
レ
ル
ギ
ー
反

応
に
関
与
す
る
）、
単
球
（
組
織
に
遊
走
す
る
と
マ

ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
と
な
り
異
物
を
貪
食
す
る
）
お
よ
び

リ
ン
パ
球
（
液
性
お
よ
び
細
胞
性
免
疫
を
担
う
）
に

区
別
さ
れ
ま
す
。

　

血
小
板
は
血
栓
止
血
機
構
の
中
心
を
な
す
細
胞
で

あ
り
、
粘
着
・
凝
集
・
放
出
・
凝
固
促
進
作
用
な
ど

に
よ
り
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
ま
す
。
血
小
板
数
の

正
常
値
は
15
～
35
万
／

で
す
。

　

す
べ
て
の
血
液
細
胞
は
多
能
性
血
液
幹
細
胞
に
由

来
し
、
血
液
幹
細
胞
は
骨
髄
系
前
駆
細
胞
と
リ
ン
パ

系
前
駆
細
胞
に
分
化
し
た
後
、
各
血
球
系
等
の
細
胞

に
成
熟
し
ま
す
。
骨
髄
中
に
は
末
梢
血
液
中
に
存
在

す
る
成
熟
血
球
の
ほ
か
に
未
熟
血
球
も
存
在
し
、
こ

れ
ら
の
核
を
有
す
る
細
胞
を
総
称
し
て
有
核
細
胞
と

よ
び
ま
す
。
白
血
球
系
細
胞
の
う
ち
、
顆
粒
球
は
成

熟
度
に
従
っ
て
骨
髄
芽
球
、
前
骨
髄
球
、
骨
髄
球
、

後
骨
髄
球
、
桿
状
核
球
、
分
節
核
球
に
分
類
さ
れ
ま

す
。
リ
ン
パ
球
は
主
と
し
て
リ
ン
パ
節
で
増
殖
・
成

熟
し
ま
す
。
赤
血
球
系
細
胞
に
つ
い
て
は
、
骨
髄
に

は
赤
芽
球
が
存
在
し
、
未
熟
な
赤
芽
球
は
胞
体
に
リ

ボ
ゾ
ー
ム
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
豊
富
に
含
む
た
め
、
普
通
染
色

で
青
色
に
染
ま
り
ま
す
が
、
成
熟
す
る
に
従
い
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
が
産
生
さ
れ
る
た
め
赤
色
調
と
な
り
ま

す
。
こ
の
様
に
、
リ
ボ
ゾ
ー
ム
Ｒ
Ｎ
Ａ
と
ヘ
モ
グ
ロ

ビ
ン
の
相
対
量
に
よ
り
胞
体
の
色
調
が
き
ま
り
、
好

塩
基
性
赤
芽
球
、
多
染
性
赤
芽
球
、
正
染
性
赤
芽
球

に
分
類
さ
れ
ま
す
。
血
小
板
の
前
駆
細
胞
は
巨
核
球

と
い
う
染
色
体
数
が
通
常
細
胞
の
3
～
16
倍
も
あ
る

大
型
の
細
胞
で
す
。
こ
の
ほ
か
骨
髄
に
は
マ
ク
ロ

フ
ァ
ー
ジ
、
形
質
細
胞
、
肥
満
細
胞
、
骨
芽
細
胞
、

線
維
芽
細
胞
な
ど
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

■
赤
血
球
に
つ
い
て

　

正
常
ヒ
ト
赤
血
球
は
直
径
7
～
8

（
コ
ピ
ー
用

紙
の
厚
さ
の
1
／
10
程
度
）
で
、
両
面
が
凹
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
表
面
積
を
大
き
く
し
て
酸
素
と

の
接
触
面
を
拡
大
す
る
た
め
の
他
、
変
形
し
な
が
ら

細
い
毛
細
血
管
を
通
り
抜
け
る
の
に
有
利
な
形
と

な
っ
て
い
ま
す
。
赤
血
球
に
は
核
は
な
く
、
寿
命
は

120
日
で
、
老
化
す
る
に
従
い
小
さ
く
な
り
ま
す
。
赤

血
球
の
産
生
に
お
い
て
は
、
胎
生
3
週
目
に
胎
児
の
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卵
黄
嚢
（
胎
盤
が
完
成
す
る
ま
で
胎
児
に
栄
養
を
供

給
す
る
嚢
）
に
血
島
が
形
成
さ
れ
、
胎
生
2
ヶ
月
頃

ま
で
は
そ
こ
で
有
核
の
赤
血
球
が
産
生
さ
れ
ま
す
。

卵
黄
嚢
造
血
は
約
9
週
で
終
わ
り
、
胎
生
2
ヶ
月
頃

か
ら
肝
に
お
け
る
無
核
赤
血
球
の
造
血
が
始
ま
り
ま

す
。
胎
生
7
ヶ
月
ご
ろ
ま
で
は
肝
が
造
血
の
主
要
な

場
と
な
り
ま
す
が
、
胎
生
4
ヶ
月
ご
ろ
か
ら
骨
髄
で

の
造
血
が
始
ま
り
、
こ
こ
で
初
め
て
血
小
板
や
顆
粒

球
も
産
生
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
骨
髄
に
お
け

る
造
血
は
し
だ
い
に
増
大
し
7
ヶ
月
ご
ろ
に
は
肝
と

入
れ
替
わ
り
、
新
生
児
で
は
リ
ン
パ
球
以
外
の
す
べ

て
の
血
球
産
生
は
骨
髄
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
（
図
２
）。

　

骨
髄
系
前
駆
細
胞
か
ら
顕
微
鏡
で
同
定
で
き
る
最

も
未
熟
な
赤
芽
球
系
の
細
胞
で
あ
る
前
赤
芽
球
へ
の

分
化
が
起
こ
り
ま
す
。
前
赤
芽
球
か
ら
赤
血
球
に
成

熟
す
る
ま
で
に
は
4
～
7
日
か
か
り
、
こ
の
間
3
～

4
回
の
細
胞
分
裂
を
行
い
ま
す
。
前
赤
芽
球
→
好
塩

基
性
赤
芽
球
→
多
染
性
赤
芽
球
→
正
染
性
赤
芽
球
と

細
胞
が
成
熟
す
る
に
従
い
、
大
き
さ
が
直
径
25

程

度
か
ら
し
だ
い
に
小
さ
く
な
り
、
赤
血
球
で
約
8

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
核
も
し
だ
い
に
小
型
化
し
、

ク
ロ
マ
チ
ン
凝
集
が
粗
大
と
な
り
ま
す
。
正
染
性
赤

芽
球
に
ま
で
成
熟
す
る
と
細
胞
分
裂
能
は
消
失
し
、

そ
の
後
、
核
は
濃
縮
し
て
つ
い
に
細
胞
外
へ
放
出
さ

れ
る
（
脱
核
）
こ
と
に
よ
り
網
赤
血
球
と
な
り
ま
す
。

成
熟
赤
血
球
は
血
液
中
を
約
120
日
間
循
環
し
、
老
化

し
て
、
脾
臓
な
ど
の
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
に
取
り
込
ま

れ
破
壊
さ
れ
ま
す
。

■
白
血
球
に
つ
い
て

　

白
血
球
は
大
き
く
骨
髄
系
と
リ
ン
パ
系
に
分
け
ら

れ
、さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

・ 

骨
髄
系
‥
好
中
球
、
好
酸
球
、
好
塩
基
球
、
単
球

・ 

リ
ン
パ
系
‥
Ｔ
リ
ン
パ
球
、
B
リ
ン
パ
球
、
Ｎ
Ｋ

細
胞
、
他

　

好
中
球
、
好
酸
球
、
好
塩
基
球
は
胞
体
内
に
そ
れ

ぞ
れ
好
中
性
、
好
酸
性
、
好
塩
基
性
色
素
に
染
ま
る

特
殊
顆
粒
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
分
類
さ

れ
、
ま
と
め
て
顆
粒
球
と
よ
ば
れ
ま
す
。

①　

顆
粒
球

　

骨
髄
系
前
駆
細
胞
が
顆
粒
球-

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ

系
前
駆
細
胞
に
分
化
し
た
後
、
数
回
分
裂
を
く
り
返

す
う
ち
に
、
形
態
学
的
に
識
別
で
き
る
最
も
未
熟
な

顆
粒
球
で
あ
る
骨
髄
芽
球
に
成
熟
し
ま
す
。
骨
髄
芽

球
は
次
い
で
前
骨
髄
球
、
骨
髄
球
、
後
骨
髄
球
と
成

熟
し
な
が
ら
、
同
時
に
分
裂
を
行
っ
て
数
を
増
や
し

ま
す
。
後
骨
髄
球
以
降
の
顆
粒
球
は
も
う
分
裂
能
は

な
く
、
次
い
で
桿
状
核
球
、
分
節
核
球
へ
と
成
熟
し

ま
す
。
成
熟
型
で
あ
る
桿
状
核
球
や
分
節
核
球
に
な

れ
ば
、
骨
髄
か
ら
血
中
へ
流
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

好
中
球
は
直
径
10
～
15

で
、
偽
足
を
出
し
て
活

発
な
ア
メ
ー
バ
様
運
動
を
行
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な

因
子
（
菌
体
成
分
や
宿
主
由
来
の
サ
イ
ト
カ
イ
ン
な

ど
）
に
反
応
し
て
炎
症
巣
に
遊
走
有
し
、
細
菌
や
異

物
を
貪
食
し
、
細
胞
質
内
に
含
ま
れ
る
ラ
イ
ソ
ゾ
ー

ム
（
水
解
酵
素
）
に
よ
り
こ
れ
を
消
化
処
理
し
ま
す
。

好
中
球
の
流
血
中
の
滞
留
時
間
は
短
く
、
約
10
時
間

で
す
。

　

好
酸
球
は
直
径
13
～
20

で
遊
走
性
が
あ
り
、
ま

た
好
中
球
に
比
べ
れ
ば
弱
い
で
す
が
食
作
用
も
あ
り

ま
す
。
好
酸
球
は
急
性
炎
症
や
副
腎
皮
質
ホ
ル
モ
ン

投
与
時
に
減
少
し
、
種
々
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
や
一

部
の
肉
芽
腫
性
炎
症
の
際
に
増
加
し
ま
す
。
ま
た
、

抗
原
抗
体
反
応
部
位
に
遊
走
し
、
抗
原
抗
体
複
合
物

を
貪
食
す
る
と
と
も
に
、
好
塩
基
球
や
肥
満
細
胞
か

ら
の
ヒ
ス
タ
ミ
ン
放
出
を
刺
激
し
ま
す
。

　

好
塩
基
球
は
直
径
10
～
15

で
、
そ
の
顆
粒
に
は

ヘ
パ
リ
ン
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
な
ど
の

酸
性
ム
コ
多
糖
類
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
免
疫
グ
ロ

ブ
リ
ン
IgE
は
そ
の
Fc
部
分
で
好
塩
基
球
と
特
異
的
に

結
合
し
て
お
り
、
種
々
の
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
際
し

て
抗
原
が
IgE
に
結
合
す
る
と
、
好
塩
基
球
は
脱
顆
粒

し
て
ヘ
パ
リ
ン
や
ヒ
ス
タ
ミ
ン
を
放
出
し
、
Ⅰ
型
ア

レ
ル
ギ
ー
反
応
（
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
型
）
を
お
こ

し
ま
す
。

②　

単
球

　

単
球
は
直
径
13
～
22

の
大
型
の
細
胞
で
、
活
発

な
遊
走
能
、
貪
食
能
を
も
ち
、
組
織
内
に
遊
走
し
、

そ
こ
で
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
に
移
行
し
ま
す
。
炎
症
巣

へ
の
遊
出
は
好
中
球
に
比
べ
る
と
遅
く
、
し
た
が
っ

て
炎
症
の
後
期
な
い
し
回
復
期
に
増
加
し
ま
す
。
単

球-

マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
は
体
内
に
侵
入
し
た
異
物

（
抗
原
）
を
貪
食
処
理
し
、
リ
ン
パ
球
に
抗
原
情
報

の
伝
達
を
行
い
ま
す
。
ま
た
単
球
は
、
種
々
の
サ
イ

ト
カ
イ
ン
を
産
生
し
て
顆
粒
球
の
数
や
機
能
も
調
節

し
て
い
ま
す
。

③　

リ
ン
パ
球

　

リ
ン
パ
球
は
直
径
6
～
12

と
小
型
で
、
円
形
の

核
を
も
ち
、
免
疫
反
応
に
お
い
て
主
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
細
胞
で
す
。
リ
ン
パ
球
は
細
胞
表
面
の

分
子
マ
ー
カ
ー
に
よ
り
Ｔ
リ
ン
パ
球
と
Ｂ
リ
ン
パ
球

そ
れ
に
Ｎ
Ｋ
細
胞
等
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　

Ｔ
リ
ン
パ
球
は
寿
命
が
長
く
、
血
液
中
を
循
環
し

て
、
直
接
異
物
を
攻
撃
す
る
細
胞
性
免
疫
反
応
の
主

役
を
演
じ
て
お
り
、
Ⅳ
型
（
遅
延
型
）
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
や
臓
器
移
植
に
お
け
る
拒
絶
反
応
に
関
与
し
て

い
ま
す
。

　

Ｂ
リ
ン
パ
球
は
比
較
的
寿
命
が
短
く
、
成
熟
す
る

と
形
質
細
胞
と
な
っ
て
免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
（
抗
体
）

を
産
生
し
、
液
性
免
疫
の
主
役
を
演
じ
て
い
ま
す
。

　

Ｔ
、
Ｂ
リ
ン
パ
球
が
特
定
の
抗
原
に
対
す
る
反
応

で
あ
る
獲
得
免
疫
を
担
当
し
て
い
る
の
に
対
し
、
Ｎ

Ｋ
細
胞
は
抗
原
非
特
異
的
な
自
然
免
疫
を
担
っ
て
い

ま
す
。
実
際
Ｎ
Ｋ
細
胞
は
、
非
自
己
で
あ
る
が
ん
細

胞
、
ウ
ィ
ル
ス
感
染
細
胞
、
移
植
片
な
ど
の
排
除
に

も
働
い
て
い
ま
す
。

④　

形
質
細
胞

　

形
質
細
胞
は
、
楕
円
形
で
リ
ン
パ
球
よ
り
少
し
大

き
く
、
細
胞
質
は
青
く
に
染
ま
り
リ
ボ
ゾ
ー
ム
Ｒ
Ｎ
Ａ

含
量
の
豊
富
な
細
胞
で
、
骨
髄
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

免
疫
グ
ロ
ブ
リ
ン
（
IgG
、
IgM
、
IgA
、
IgD
、
IgE
）
を
産

生
し
、Ｂ
リ
ン
パ
球
の
最
終
成
熟
段
階
の
細
胞
で
す
。

⑤　

肥
満
細
胞

　

肥
満
細
胞
も
骨
髄
中
に
見
ら
れ
る
細
胞
で
、
好
塩

基
球
類
似
の
顆
粒
が
細
胞
質
内
に
充
満
し
、
核
の
上

に
も
乗
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
顆
粒
中
に
は
ヘ

パ
リ
ン
、
ヒ
ス
タ
ミ
ン
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
等
が
含
ま

れ
、
好
塩
基
球
同
様
Ⅰ
型
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
関
与

し
ま
す
が
、
好
塩
基
球
と
は
異
な
る
細
胞
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
血
小
板
に
つ
い
て

　

血
小
板
は
、
血
管
が
破
綻
し
た
際
の
一
次
止
血
に

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
そ
の
量
的
質
的
異

常
に
よ
り
出
血
傾
向
が
出
現
し
ま
す
。
骨
髄
系
前
駆

細
胞
か
ら
分
化
し
た
巨
核
球
前
駆
細
胞
が
骨
髄
で
成

熟
す
る
こ
と
に
よ
り
巨
核
球
と
な
り
ま
す
。
成
熟
巨

核
球
で
は
、
細
胞
膜
が
陥
入
し
、
そ
れ
に
連
続
し
て

細
胞
質
を
分
割
す
る
分
離
膜
が
生
成
さ
れ
ま
す
。
そ

の
分
離
膜
に
よ
っ
て
細
胞
質
が
断
片
化
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
１
ヶ
の
巨
核
球
か
ら
多
数
の
血
小
板
が
産

生
さ
れ
ま
す
。
血
液
中
に
放
出
さ
れ
た
血
小
板
の
寿

命
は
8
～
10
日
で
す
。
平
静
状
態
の
血
小
板
は
、
直

径
が
約
2
～
4

程
度
の
核
の
な
い
円
盤
状
で
表
面

は
平
滑
で
す
が
、
刺
激
に
よ
り
活
性
化
す
る
と
球
状

と
な
り
細
胞
突
起
が
細
く
延
び
て
偽
足
を
形
成
し
ま

す
。
血
小
板
は
、
毛
細
血
管
内
皮
細
胞
間
の
間
隙
部

に
付
着
し
、血
管
内
皮
を
補
強
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

血
管
が
損
傷
さ
れ
た
（
出
血
）
際
に
は
、
血
小
板
は

剥
が
れ
た
血
管
内
皮
細
胞
の
下
に
あ
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン

と
結
合
す
る
（
血
小
板
粘
着
）
と
と
も
に
、
血
小
板

同
士
で
強
く
結
合
す
る
（
血
小
板
凝
集
）
こ
と
に
よ

り
、
止
血
血
栓
を
形
成
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
血
小

板
は
毛
細
血
管
の
強
化
維
持
と
止
血
血
栓
形
成
の
中

心
的
役
割
を
担
う
細
胞
で
す
が
、
凝
固
促
進
作
用
も

有
し
て
い
ま
す
。

１
９
５
１
年
生
ま
れ
。
１
９
７
６
年
新
潟
大
学
医
学
部
卒
業
後
、

新
潟
大
学
医
学
部
第
１
内
科
入
局
（
血
液
内
科
学
）、
１
９
８
２

年
よ
り
２
年
間
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
医
学
部
血
液
腫
瘍
科

（
フ
レ
ッ
ド
・
ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー
、
シ
ア
ト

ル
）
に
留
学
、
１
９
８
５
年
新
潟
大
学
医
学
部
第
一
内
科
助
手
、

１
９
９
５
年
新
潟
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
（
衛
生
技
術
学

科
）
教
授
、
１
９
９
９
年
よ
り
新
潟
大
学
医
学
部
保
健
学
科
（
検

査
技
術
科
学
専
攻
）
教
授
（
現
在
に
至
る
）。
専
門
は
、
血
液
内

科
学
、
腫
瘍
免
疫
学
。

高
橋
益
廣　

略
歴

図2．�胎生期および出生後の造血組織の広がりと
退縮　下条文武�他監修：ダイナミック・メ
ディシン�3（西村書店）より転載
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高
齢
化
が
進
行
し
て
骨
折
患
者
が
増
加
す
る
と
と

も
に
、
高
齢
者
の
骨
折
が
寝
た
き
り
原
因
と
な
る
こ

と
か
ら
、
骨
粗
鬆
症
へ
の
対
策
が
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。
骨
密
度
か
ら
見
る
と
80
歳
以
上
の
女
性
の

50
％
が
骨
粗
鬆
症
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。（
図
１
）　

骨
粗
鬆
症
に
ど
の
よ
う
に
向
き
合
う

べ
き
か
を
周
知
す
る
た
め
に
今
年
、「
骨
粗
鬆
症
の

予
防
と
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
２
０
１
５
年
版
」
が
刊

行
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
本
で
は
骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て

そ
の
予
防
か
ら
診
断
や
治
療
ま
で
幅
広
い
内
容
が
網

羅
さ
れ
、
現
時
点
で
の
正
し
い
情
報
を
医
療
関
係
者

に
伝
え
る
た
め
の
指
針
（
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）
に
な
っ

て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
に
発
刊
さ
れ
て
か
ら
2
回

目
に
な
り
ま
す
。

　

様
々
な
疾
患
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
作
成
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
大
き
な
目
的
は
医
学
的
根
拠
に
基
づ

い
た
診
療
を
行
う
た
め
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
骨
粗

鬆
症
の
分
野
は
大
き
な
進
歩
や
発
展
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
特
に
重
視
さ
れ
た
の
は
骨
粗
鬆
症
と
他
臓
器
や

生
活
習
慣
病
と
の
関
連
性
、
そ
し
て
新
し
い
薬
剤
治

療
の
内
容
と
そ
の
有
効
性
が
記
載
さ
れ
ま
し
た
。
た

と
え
ば
呼
吸
器
の
病
気
、
糖
尿
病
（
2
型
）、
慢
性

腎
臓
病
の
患
者
さ
ん
が
骨
折
の
危
険
性
が
高
く
な
る

こ
と
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
そ
の
危
険
度
が
示
さ
れ
、
そ

の
対
策
に
も
言
及
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
続
発
性

骨
粗
鬆
症
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
、
骨
折
の
リ
ス
ク
を

高
め
る
こ
と
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。（
図
２
）　

骨

粗
鬆
症
は
骨
折
だ
け
が
問
題
に
な
る
の
で
は
な
く
カ

ル
シ
ウ
ム
の
調
整
も
含
め
て
多
く
の
臓
器
や
血
管
に

関
与
し
て
い
ま
す
。
骨
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
の

重
要
性
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
骨
粗
鬆
症
治
療

薬
は
こ
の
5
年
で
大
き
く
変
化
し
、
多
彩
な
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
特
に
服
用
の

仕
方
や
注
射
薬
の
種
類
が
増
え
、
患
者
さ
ん
の
年
齢

や
状
態
、
家
族
環
境
、
嗜
好
に
も
対
応
可
能
で
、
治

療
の
継
続
性
に
も
良
い
影
響
が
出
ま
す
。
ま
た
そ
の

効
果
も
Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
で
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
私
た
ち
医
師
に
と
っ
て
も
治
療
の
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
と
い
う
疾
患
が
女
性
の
閉
経
に
伴
う
ホ

ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
低
下
お
よ
び
加
齢
の
よ
る
全
身

的
な
臓
器
の
老
化
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
と
、
閉

経
後
の
30
年
～
40
年
の
長
期
間
に
渡
っ
て
骨
の
健
康

を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
、
時
に
は
強
化
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
、
世
界
最
高
齢
社
会
の
日
本
に
と
っ
て

緊
急
課
題
で
あ
り
、
世
界
中
が
日
本
の
取
り
組
み
を

注
目
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
も
っ
と
骨
に
つ
い
て

骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
今
、
新
潟
市
で
は
骨
粗
鬆
症
の
医
療
連
携
が
運

用
さ
れ
、
内
科
と
整
形
外
科
と
の
や
り
取
り
が
増
え

て
い
ま
す
。
骨
の
こ
と
気
に
な
る
方
は
ど
う
ぞ
遠
慮

せ
ず
お
近
く
の
先
生
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

骨粗鬆症連載　骨粗鬆症と骨折の予防

骨
粗
鬆
症
の
予
防
と
治
療
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
２
０
１
５
年
版
が
発
表

医療法人 愛広会

新潟リハビリテーション病院

院　長

山本　智章

25

2015 C  骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン作成委員会

図１：骨粗鬆症の年代別有病率 
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C  骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン作成委員会2015 

図２：続発性骨粗鬆症の原因 

内分泌性 副甲状腺機能亢進症，クッシング症候群，甲状腺機
能亢進症，性腺機能不全など 

栄養性 胃切除後，神経性食欲不振症，吸収不良症候群， 
ビタミンC欠乏症，ビタミンAまたはD過剰 

薬  物 ステロイド薬，抗痙攣薬，ワルファリン，性ホルモン低
下療法治療薬，SSRI，メトトレキサート，ヘパリンなど 

不動性 全身性（臥床安静，対麻痺，廃用症候群，宇宙旅行），
局所性（骨折後など） 

先天性 骨形成不全症，マルファン症候群 

その他 糖尿病，関節リウマチ，アルコール多飲（依存症）， 
慢性腎臓病（CKD），慢性閉塞性肺疾患（COPD）など 
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上
　
月
　
篤
　
子

健
康
体
力
づ
く
り

ウ
エ
ル
エ
イ
ジ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム

現 
代
人
の

実
り
の
秋

　

季
節
は
、
秋
を
迎
え
実
り
の
時
期
と
な

り
ま
し
た
。言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、

秋
は
、
夏
と
冬
の
間
の
季
節
で
す
。
太
陽

暦
で
は
九
月
か
ら
十
一
月
ま
で
、
陰
暦
で

は
七
月
か
ら
九
月
ま
で
を
指
し
、
天
文
学

上
で
は
秋
分
（
９
月
23
日
）
か
ら
冬
至

（
12
月
22
日
）
ま
で
を
秋
と
い
う
そ
う
で

す
。
ま
た
、「
秋
」
は
稲
が
成
熟
す
る
「
黄

熱
〔
あ
か
り
〕」、
秋
空
が
清
ら
か
で
曇
り

の
無
い
事
を
表
す
「
清
明
〔
あ
き
ら
か
〕」、

飽
き
る
程
の
収
穫
が
得
ら
れ
る
事
を
表
し

た
「
飽
き
満
る
〔
あ
き
み
つ
る
〕」、
草
木

の
葉
が
「
紅
く
〔
あ
か
く
〕」
染
ま
り
、

情
緒
溢
れ
る
な
ど
の
意
味
を
持
っ
た
季
節

で
す
。
最
近
は
、
異
常
気
象
よ
り
梅
雨
入

り
、
紅
葉
等
の
季
節
現
象
の
時
期
が
大
き

く
変
化
し
、「
季
節
感
が
無
く
な
っ
た
…
」、

「
季
節
感
が
変
化
し
た
…
」
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
徐
々
に
日
が
落
ち
る
時
間

も
早
ま
り
、
気
温
が
高
い
日
も
あ
り
な
が

ら
、
少
し
ず
つ
「
秋
」
へ
と
移
行
し
て
い

る
こ
と
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。「
秋
」は
、「
天

高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
」
と
い
う
言
葉
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、
気
候
も
良
く
、
穀
類
、

果
物
が
実
る
季
節
で
す
。「
ス
ポ
ー
ツ
の

秋
」、「
食
欲
の
秋
」「
読
書
の
秋
」「
芸
術

の
秋
」
等
、
様
々
な
言
葉
が
冠
さ
れ
る
よ

う
に
、
私
た
ち
の
生
活
や
身
体
も
賑
や
か

に
豊
か
に
し
て
く
れ
る
季
節
と
も
言
え
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

今
回
の
内
容
は
、
今
年
か
ら
始
ま
っ
た

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
健
康
寿
命
」
に

つ
い
て
で
す
。「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
」
と
い

う
言
葉
は
、
馴
染
み
の
無
い
方
も
多
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
計
画

が
今
年
よ
り
開
始
さ
れ
推
進
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
健
康
寿
命
が
少
し
で
も
長
く
な

り
、
介
護
を
必
要
と
せ
ず
自
立
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

私
た
ち
の
生
涯
も
よ
り
稔
り
多
い
も
の
に

な
っ
て
い
く
こ
と
と
感
じ
る
次
第
で
す
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
は

　

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
は
、
２
０
１

５
年
よ
り
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、

レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
（
医
療
費
デ
ー
タ
）
や

健
診
結
果
を
利
用
し
て
行
う
予
防
事
業
の

こ
と
で
す
。
今
年
度
よ
り
全
国
の
健
康
保

健
組
合
に
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
事
業
の
背
景
に
は
、
深
刻
な
高

齢
化
率
の
上
昇
、
少
子
化
の
進
展
等
の
社

会
現
象
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
も
ご
存
知
の

よ
う
に
日
本
は
、
他
に
類
を
見
な
い
速
度

で
超
高
齢
化
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
や
が
て
一
人
の
現
役
世
代
が
一
人

の
高
齢
者
を
支
え
る
時
代
を
迎
え
ま
す
。

職
場
環
境
に
お
い
て
も
、
平
均
年
齢
は
、

年
々
上
昇
を
続
け
、
60
歳
以
上
が
占
め
る

割
合
も
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
会
社
に

お
い
て
、
従
業
員
の
年
齢
構
成
は
、
職
場

に
お
け
る
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
を
測
る

重
要
な
指
標
と
な
り
ま
す
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
リ
ス
ク
の
上
昇
は
、
医
療
費
の
高

騰
に
も
つ
な
が
り
、リ
ス
ク
が
高
ま
る
程
、

生
産
性
も
落
ち
る
こ
と
は
、
海
外
の
研
究

結
果
に
も
し
め
さ
れ
て
い
ま
す
。
企
業
に

お
い
て
従
業
員
の
方
々
一
人
一
人
の
健
康

づ
く
り
は
、
重
要
な
経
営
戦
略
と
な
っ
て

い
る
の
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
企
業
の

平
均
年
齢
が
上
昇
し
て
も
、
生
活
習
慣
病

を
予
防
、
抑
制
し
て
健
康
リ
ス
ク
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
医
療
費
を
抑

え
、
経
験
豊
富
な
人
材
を
活
か
し
、
仕
事

の
質
と
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
も
可
能
に

な
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
近
見

た
報
道
番
組
で
、
ス
タ
ッ
フ
の
平
均
年
齢

が
60
歳
以
上
の
会
社
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
ま
さ
し
く
人
生
経
験
、
仕
事
の

経
験
豊
富
な
シ
ニ
ア
の
方
々
が
イ
キ
イ
キ

と
お
仕
事
さ
れ
て
い
る
姿
に
は
、
今
後
の

日
本
の
将
来
を
垣
間
見
た
感
じ
が
し
た
の

生

涯

現

役

の

体

作

り

デ

ー

タ

ヘ

ル

ス

計

画

と

健

康

寿

命

Vol.15
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と
同
時
に
生
涯
現
役
の
た
の
も
し
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　

政
府
の
経
営
戦
略
に
お
い
て
も
、「
国

民
の
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
」
が
重
要

な
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
私
共
が
お
仕
事

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
企
業
様
で
も
、
こ
の

「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
」
の
実
施
を
社
員

の
方
々
に
浸
透
さ
せ
る
べ
く
ア
ク
シ
ョ
ン

を
起
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
予
防

出
来
る
病
気
は
、
予
防
す
る
こ
と
に
よ
り

医
療
費
の
高
騰
を
抑
制
し
、
引
い
て
は
、

企
業
だ
け
で
な
く
日
本
の
医
療
保
険
制
度

が
破
た
ん
し
な
い
よ
う
に
守
っ
て
行
く
こ

と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
す
。
こ
れ
ま
で
の

「
特
定
保
健
指
導
」
は
、
肥
満
の
方
が
対

象
と
な
り
ま
し
た
が
、「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
」
で
は
、
リ
ス
ク
の
高
い
方
々
全
員

が
対
象
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
健

康
保
険
組
合
、
共
済
組
合
、
国
民
健
康
保

険
の
枠
を
超
え
て
、
私
た
ち
日
本
人
一
人

一
人
が
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
何

等
か
の
取
り
組
み
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
図
の
よ
う
に
、「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス

計
画
」
は
、
計
画
・
実
施
・
評
価
・
改
善

の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
で
構
成
さ
れ
て
い

る
事
業
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
運
動
を
安

全
、
か
つ
効
果
的
に
進
め
て
行
く
時
も
同

じ
で
、
事
前
確
認
～
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
運
動

の
実
施
～
継
続
・
効
果
測
定
・
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
見
直
し
（
改
善
）
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
で
進
め
て
行
き
ま
す
。
も
と
も

と
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
は
、
事
業
を

円
滑
に
推
進
し
て
行
く
た
め
に
品
質
管

理
、
生
産
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
発
展

し
て
来
た
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
ツ
ー
ル
だ
そ

う
で
す
が
、
企
業
の
健
康
管
理
、
医
療
費

の
削
減
、
個
人
や
チ
ー
ム
の
体
力
向
上
、

競
技
力
向
上
に
お
い
て
も
、
効
果
性
を
追

求
す
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
が
機
能
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
、

意
外
な
共
通
点
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
会
社
の
資
源
、
資
産
を
活
用
す
る

の
と
同
じ
く
、
私
た
ち
の
健
康
と
い
う
財

産
を
有
効
活
用
し
て
い
く
う
え
で
、
生
活

習
慣
病
や
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

等
の
健
康
リ
ス
ク
を
い
か
に
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
し
て
行
く
か
？
健
康
寿
命
を
い
か
に

伸
ば
し
て
い
く
か
？
と
い
う
大
き
な
課
題

が
、
そ
こ
に
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。

健
康
寿
命
と
寿
命

　

「
健
康
寿
命
」と
は
、介
護
を
受
け
た
リ
、

寝
た
き
り
に
な
っ
た
り
せ
ず
、
自
立
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
期
間
の
こ
と

で
す
。
平
均
寿
命
は
「
今
年
生
ま
れ
た
子

供
が
生
き
ら
れ
る
年
数
の
期
待
値
」
と
い

う
こ
と
で
、
現
在
、
30
歳
の
人
が
後
何
年

生
き
ら
れ
る
か
？
と
い
う
も
の
で
は
な
い

そ
う
で
す
が
、
日
本
の
現
状
は
、「
健
康

寿
命
」
が
、
２
０
１
３
年
は
男
性
71
・
19

歳
（
同
年
の
平
均
寿
命
は
80
・
21
歳
）、

女
性
74
・
21
歳
（
同
86
・
61
歳
）
だ
っ
た

と
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
男
女
の
平
均
寿

命
が
世
界
１
で
あ
り
な
が
ら
、
健
康
寿
命

と
平
均
寿
命
に
約
一
〇
歳
の
差
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
言
い
換
え
れ
ば
、
平

均
寿
命
は
長
く
な
っ
て
も
、
介
護
を
受
け

て
生
活
し
て
い
る
期
間
が
約
10
年
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
差
を
埋
め

る
こ
と
は
、
健
康
と
い
う
「
人
間
と
し
て

の
実
り
」
を
育
む
こ
と
で
あ
り
、
人
生
を

豊
か
に
過
ご
す
こ
と
に
他
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
そ
し
て
ま
た
、
健

康
寿
命
が
伸
び
る
こ
と
が
、
日
本
全
体
の

活
力
を
保
つ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
に
は

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
「
健
康
寿
命
」
を
延

ば
す
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
れ
は
、
各

世
代
で
身
体
活
動
量
（
安
静
に
し
て
い
る

状
態
よ
り
、
よ
り
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

・データ分析に基づく事業の立案

○健康課題、事業目的の明確化

○目標設定

○費用対効果を考慮した事業選択

Plan　(計画)

・事業の実施

（例）

・加入者に対する全般的・個別的な情報提供

・特定健診・特定保健指導等の健診・保健指導

・重症化予防

Do　(実施)

・データ分析に基づく効果測定・評価

Check　(評価)

・次サイクルに向けて修正

Act　(改善)

保健事業のPDCAサイクル

厚生労働省HP�第1章�データヘルス計画の背景とねらいより
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上月　篤子 （こうづき あつこ） Kouzuki Atsuko

フィットネスクラブでの企画運営に関わるアドバイザー、スーパーバイザー、

また、インストラクターの育成・研修等経験し、18 年前に独立。企業におけ

る健康づくりの企画・運営及び、フィットネスクラブでのレッスン、パーソナ

ルトレーナー、イベント等各種の業務を受託している。

株式会社ボディムーブズ代表取締役

アメリカスポーツ医学協会
ヘルス＆フィットネススペシャリスト

消
費
す
る
全
て
の
活
動
）
を
維
持
し
て
い

く
こ
と
が
と
て
も
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。「
健
康
日
本
21
」
で
は
、
一
日
の
歩

数
は
、
男
性
9
，
０
０
０
歩
、
女
性
８
，
５

０
０
歩
以
上
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。
過

去
10
年
間
で
若
い
世
代
か
ら
シ
ニ
ア
層
ま

で
平
均
１
，
０
０
０
歩
活
動
量
が
減
っ
て

い
る
の
が
日
本
の
現
状
で
す
。
厚
生
労
働

省
で
は
、「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す
取
り

組
み
の
一
つ
と
し
て
、
プ
ラ
ス
10
分
活
動

量
を
増
や
す
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
プ
ラ
ス
10
分
は
、
減
少
し
た
活

動
量
を
取
り
戻
す
一
つ
の
指
標
と
な
る
も

の
で
す
。「
年
だ
か
ら
…
」「
こ
の
年
に
な
っ

て
…
」
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
生
涯
現
役

の
気
概
で
日
々
の
活
動
量
を
コ
ツ
コ
ツ
維

持
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
の
大
切
な
実

り
で
あ
る
健
康
を
維
持
し
て
行
く
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
か
ら
、「
ア
ク
テ
ィ
ブ
ガ

イ
ド
ー
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
身
体
活
動

指
針
」
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
容

は
、
わ
か
り
や
す
く
実
用
性
に
富
ん
で
い

て
、「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
プ
ラ
ス
10
分

体
を
動
か
し
て
「
健
康
寿
命
」
を
の
ば
し

ま
し
ょ
う
」
と
い
う
も
の
で
す
。
質
問
に

答
え
る
と
今
の
活
動
量
が
簡
単
に
把
握
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
目

標
と
さ
れ
て
い
る
の
に
、
次
の
３
つ
の
項

目
が
あ
り
ま
す
。

① 

毎
日
60
分
以
上
歩
い
た
り
動
い
た
り
し

て
い
る

② 

１
回
30
分
程
度
の
軽
く
汗
を
か
く
運
動

を
週
２
日
以
上
、
１
年
以
上
継
続
し
て

い
る

③ 

同
世
代
の
同
性
と
比
較
し
て
歩
く
ス

ピ
ー
ド
が
速
い

　

さ
ぁ
、
皆
さ
ん
は
、
い
か
が
で
す
か
？

３
項
目
該
当
し
て
い
る
方
は
、
素
晴
ら
し

い
で
す
が
、
こ
の
３
項
目
の
中
で
最
も
重

要
な
こ
と
は
、①
の
毎
日
の
活
動
量
で
す
。

週
１
回
、
２
回
や
っ
て
い
る
こ
と
も
重
要

で
す
が
、
十
分
で
は
無
い
の
で
す
。
皆
さ

ん
も
毎
日
の
活
動
量
を
増
や
す
よ
う
、
プ

ラ
ス
10
分
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。「
継

続
は
、
健
康
寿
命
な
り
」
で
す
。
こ
の
ア

ク
テ
ィ
ブ
ガ
イ
ド
の
内
容
を
詳
し
く
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

そ
し
て
、「
健
康
」
を
損
ね
る
こ
と
な

く
病
気
を
予
防
す
る
に
は
、「
早
期
発
見
・

早
期
治
療
」
が
出
来
る
よ
う
、
定
期
的
な

健
康
診
断
、
経
過
の
観
察
等
の
ケ
ア
を
十

分
に
行
い
、
重
症
化
の
予
防
や
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
を
良
好
に
保
つ
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

今
回
は
、「
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
と
健

康
寿
命
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
季
節
は
、「
秋
」
そ
し
て
、
こ

れ
か
ら
、「
冬
」へ
と
移
行
し
て
行
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
「
秋
の
実
り
」「
秋
の
夜
長
」

を
楽
し
み
つ
つ
、ご
自
身
の
「
健
康
寿
命
」

が
少
し
で
も
長
く
な
る
よ
う
、
プ
ラ
ス
10

分
多
く
活
動
す
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
み

て
は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
今
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
方
は
、是
非
、

リ
ー
ダ
ー
役
に
な
っ
て
、
お
友
達
や
会
社

の
周
り
の
方
々
を
誘
っ
て
屋
外
を
散
策
さ

れ
る
の
も
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
誰
か

と
一
緒
に
行
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
よ
り
豊
か
な
人
間
関
係

が
出
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

さ
ぁ
、皆
さ
ん
も
日
々
の
生
活
の
中
で
「
健

康
」
へ
の
種
ま
き
を
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
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出典：厚生科学審議会（健康日本21（第二次）推進専門委員会）（2014年）

平均寿命と健康寿命の推移



【協会概要】

所 在 地 〒950-0893 新潟市東区はなみずき2丁目10番35号　TEL.025-279-1100㈹　FAX.025-279-1070
設　　立 1984年3月28日
事業内容 健康診断（一般健康診断、生活習慣病健診、特殊健康診断、特定健康診査、特定保健指導、
 巡回健診、産業医派遣）、人間ドック、学校健診、竹尾クリニック（内科）
売 上 高 29億5,900万円（2015年3月期）
職 員 数 262人
施　　設 新潟本部・総合健診センター・竹尾クリニック、長岡健康管理センター、下越巡回健診センター
ホームページ http://www.kenko-i.jp/

　当財団は、2016年4月1日に『新潟健診プラザ』として移転オープンいたします。
現在、新潟市の拠点は東区はなみずきに位置しますが、手狭になったこと等から市民病院跡地へ新築移転し健診施設のより充実を図ってまいり
ます。現在の「東区はなみずき」は巡回健診の拠点および、近隣事業所様のご要望により集合健診会場として存続いたします。
　新施設の延床面積は1300坪、現在の1.5倍になり、駐車場は200台収容可能です。
最大の特長は、人間ドック・生活習慣病健診の方々に県内初の男女別専用フロアで受診して頂ける環境を整えたことです。
女性専用の検査フロア（レディースフロア）では安心して受診いただきますよう主に女性スタッフが対応し、更衣室にはパウダールームを完備い
たします。
また多様なライフスタイルに対応するため、早朝より予約時間の細分化を図り、スムーズな健診を提供いたします。
　検査機器の大きな変化としては、最新のMR装置（MRI・MRA）を導入し脳ドックが可能になり、CT同様、精密検査（二次検査）等にも力を
傾注してまいります。
　予防医学の発展により、今日では様々な病気を未然に予防することが可能になりました。
当協会ではこれからもお客様を第一に考え、より豊かな人生を送っていただくために、充実した設備と確かな検査で大きな安心を提供いたします。

長岡健康管理センター

県内初・女性専用フロア完備 男女別健診の実現に向け新拠点へ県内初・女性専用フロア完備 男女別健診の実現に向け新拠点へ
新潟市民病院の跡地に、健診施設が移転します。

建設中の新プラザ
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今
年
は
爽
や
か
な
秋
を
期
待
し
ま
し
た
が
、
各
地
で
台

風
・
大
雨
が
発
生
し
災
害
に
見
舞
わ
れ
心
配
さ
れ
る
こ
の
頃

で
す
。
一
方
で
二
〇
一
五
年
度
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
発
表
が
あ

り
、
ノ
ー
ベ
ル
医
学
・
生
理
学
賞
に
大
村
智
さ
ん
、
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
に
梶
田
隆
章
さ
ん
と
、
二
名
が
受
賞
す
る
な
ど

快
挙
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
明
る
い
日

本
に
大
い
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
も
、
折
角
の
実
り
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
・
芸
術
の

秋
を
ま
だ
ま
だ
楽
し
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

 

事
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局
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野
　
清  


